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年 月 日（日産婦誌 ； ： ）広島グリーンアリーナ

池田伴衣、鈴木達也、橘直之、石田洋一、齋藤こよみ、大橋麻衣、横山美樹、角

田啓道、山口千恵子、松原茂樹． （ ）型 を用いた

胚培養の臨床的有用性．第 回日本生殖医学会、下関、 年 月 日

近澤研郎、根津幸穂、今野良；子宮のサイズで のデバイスを選択する：小さな子

宮を安全にこなし、大きな子宮へのステップアップを目指す・日本産科婦人科内視鏡

学会；， 岡山

TLH

2017.09( )
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伊藤千紗、馬場洋介、石田洋一、平嶋洋斗、鈴木寛正、薄井里英、大口昭英、

宇賀神 敦、中村仁康、松原茂樹 。一次治療として選択的血管塞栓術 を

施行した分娩時腟壁血腫：症例報告 第 回栃木県産科婦人科学会学術講演会

とちぎ健康の森 年 月 日

伊東孝晃、種市明代、日置智之、神谷浩二、大槻マミ太郎、藤本揚子、織田恭

子、高橋寿々代、町田静生、竹井裕二、藤原寛行、松原茂樹 。悪性疾患との

鑑別を要した外陰部侵襲性血管粘液腫：症例報告 第 回栃木県産科婦人科学

会学術講演会 とちぎ健康の森 年 月 日

岩下あゆみ、竹井裕二、平嶋洋斗、町田静生、種市明代、高橋寿々代、葭葉貴弘、

高橋詳史、森澤宏行、吉田智香子、嵯峨泰、藤原寛行、松原茂樹。卵巣癌予後因

子である白血球数、血小板数、好中球数 リンパ球数比の化学療法による影響。

第 回日本婦人科腫瘍学会 熊本 年 月 日

岩下あゆみ，堀江健司，田中 均，渡辺 尚．診断に苦慮した異所性妊娠 症例

報告．第 回栃木県産科婦人科学会，宇都宮， 年 月 日

香川景子、平嶋洋斗、小古山学、鈴木寛正、馬場洋介、薄井里英、大口昭英 、

松原茂樹。子宮動脈仮性動脈瘤を形成し自然消失した症例。

第 回関東連合産科婦人科学会 宇都宮 年 月 日

森澤宏行、藤原寛行、竹井裕二、町田静生、高橋詳史、葭葉貴弘、種市明代、嵯峨泰、

松原茂樹、鈴木光明、細胞診― 検査併用子宮頸がん検診の開始推奨年齢の検討。第

回日本産科婦人科学会総会。 年 月 日（日産婦誌 ； ： ）広島グ

リーンアリーナ

森澤宏行、藤原寛行、竹井裕二、町田静生、高橋詳史、高橋寿々代、種市明代、

嵯峨泰、松原茂樹、鈴木光明。細胞診 検査併用ダブルネガティブ後の年齢階

層別リスク。第 回日本臨床細胞学会春期大会 大阪 年 月 ‐

永山志穂、桑田知之、小林真実、小古山 学、鈴木寛正、高橋宏典、馬場洋介、
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薄井里英、大口昭英、松原茂樹。子宮摘出を要する癒着胎盤予知因子： 例の

後方視的研究。 年 月 日（日産婦誌 ； ： ）広島グリーンアリ

ーナ

成見莉紗、森澤宏行、森田剛平、竹井裕二、町田静生、高橋詳史、高橋寿々代、

種市明代、嵯峨泰、福嶋敬宜、藤原寛行、松原茂樹。異型ポリープ様腺筋腫（ ）

例の検討。第 回日本婦人科腫瘍学会 熊本 年 月 日

織田恭子、高橋寿々代、有賀治子、町田静生、竹井裕二、東條峰之、松本健

司、堀江久永、佐田尚宏、藤原寛行、松原茂樹。直腸に穿通した成熟嚢胞性奇

形腫 症例報告 。第 回関東連合産科婦人科学会 宇都宮 年 月

日

大口昭英、鈴木寛正、瀧澤 俊広、白砂孔明、松原茂樹。 回日本腎臓学会学

術総会 シンポジウム 「周産期・新生児医学と腎臓病 周産期・新生児医学

と腎臓病 妊娠高血圧腎症の分子基盤 会議録 日本腎臓学会誌

大橋麻衣、鈴木達也、横山美樹、戸代原加奈、石田洋一、橘 直之、池田伴衣、松原茂

樹． 歳以上不妊治療後妊娠症例の妊娠合併症リスク．第 回とちぎ生殖医療研究会、

宇都宮市、 年 月 日

大橋麻衣、高橋宏典、堀江健司、今井 賢、齋藤こよみ、永山志穂、鈴木寛正、

馬場洋介、桑田知之、薄井里英、大口昭英、松原茂樹。妊産婦の深部静脈血栓症・

肺塞栓症：単施設 例の検討。 年 月 日（日産婦誌 ； ： ）広

島グリーンアリーナ

大橋麻衣、藤原寛行、種市明代、高橋詳史、森澤宏行、高橋寿々代、町田静生、

竹井裕二、嵯峨泰、松原茂樹。妊娠初期細胞診の精度に関する検討－非妊婦との

比較から。第 回日本臨床細胞学会春期大会 大阪 年 月 ‐
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大橋麻衣、鈴木達也、横山美樹、戸代原加奈、石田洋一、橘 直之、池田伴衣、松原茂

樹．総合周産期母子医療センターにおける 歳以上不妊治療後単胎妊娠症例の周産期

リスク．第 回日本卵子学会、沖縄、 年 月 日

大橋麻衣、藤原寛行、種市明代、高橋詳史、森澤宏行、高橋寿々代、町田静生、

竹井裕二、嵯峨泰、松原茂樹。妊娠初期細胞診の精度に関する検討―非妊婦例と

の比較から。第 回日本婦人科腫瘍学会 熊本 年 月 日

坂本有希、若松修平、高橋宏典、桑田知之、小古山 学、佐野実穂、薄井里英、

今吉真由美、岡島 毅、斉藤 裕、小沼誠一、松原茂樹、常位胎盤早期剥離に伴

う危機的出血に対する異型輸血運搬：症例報告。 年 月 日（日産婦誌

； ： ）広島グリーンアリーナ

鈴木寛正、大口昭英、永山志穂、小古山 学、平嶋周子、高橋佳代、高橋宏典、

馬場洋介、桑田知之、薄井里英、松原茂樹。妊娠前 及び

妊娠中の体重増加と妊娠高血圧症候群の発症。 年 月 日（日産婦誌 ；

： ）広島グリーンアリーナ

高橋寿々代、竹井裕二、町田静生、種市明代、高橋詳史、平嶋洋斗、森澤宏行、

吉田智香子、岩下あゆみ、嵯峨 泰、藤原寛行、松原茂樹。化学療法ハイリスク

症例に対する 療法の有効性と安全性。 年 月 日（日産婦誌

； ： ）広島グリーンアリーナ

竹井裕二、岩下あゆみ、町田静生、種市明代、高橋寿々代、葭葉貴弘、高橋詳史、

平嶋洋斗、森澤宏行、嵯峨泰、藤原寛行、松原茂樹。再発治療前リンパ球数は、

再発卵巣癌の科学療法の腫瘍縮小効果を予測し得る。 年 月 日（日産婦

誌 ； ： ）広島グリーンアリーナ

竹井裕二、高橋寿々代、町田静生、種市明代、葭葉貴弘、高橋詳史、森澤宏行、

鈴木寛正、平嶋周子、永山志穂、高橋宏典、大口昭英、松原茂樹。妊娠高血圧腎症

の発症週数別 及び の比較。第 回妊娠高血圧学会総

会。熊本市。 年 月 日

sFlt-1, PlGF, sFlt-1/PlGF 38
2017 9 22
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吉田智香子、岩下あゆみ、嵯峨泰、藤原寛行、松原茂樹。卵巣明細胞癌 期にお

けるリンパ節摘出個数の予後への影響。第 回日本癌治療学会。横浜 年

月 日

高橋宏典、馬場洋介、桑田知之、堀江健司、高橋佳代、松原茂樹。骨形成不全症

胎児の超音波所見 症例報告 。第 回日本超音波医学会学術集会。宇都宮市。 年

月 日 。

高橋詳史、竹井裕二、吉田智香子、森澤宏行、葭葉貴弘、髙橋寿々代、種市明代、町

田静生、嵯峨泰、藤原寛行、松原茂樹。卵巣癌における後腹膜リンパ節摘出個数の再

発および予後に与える影響。第 回日本婦人科腫瘍学会 熊本 年 月 日

瀧澤俊広、バニャータンナイン、高橋宏典、桑田知之、大口昭英、竹下俊行、松

原茂樹。ヒト栄養膜細胞の絨毛外栄養膜細胞への分化において 領域

の 発現は低下する。 年 月 日（日産婦誌 ； ： ）広島グリ

ーンアリーナ

田川実紀、松田義雄、柿沼 薫、今井 賢、野中宏亮、柿沼敏行、大和田倫孝、

松原茂樹。母子健康手帳の探索的分析からの不安妊婦を抽出できる。 年

月 日（日産婦誌 ； ： ）広島グリーンアリーナ

種市明代、藤原寛行、鈴木達也、橘 直之、齊藤こよみ、竹井裕二、町田静生、

森澤宏行、吉田智香子、葭葉貴弘、松原茂樹．腹腔鏡下手術で妊娠部位の同定が

できなかった子宮外妊娠 症例．第 回関東連合産科婦人科学会、東京、

年 月 日

田村昂平、高橋詳史、小林由香子、町田静生、竹井裕二、小林真実、有賀治子、

高橋寿々代、種市明代、嵯峨泰、藤原寛行、松原茂樹。 症候群の 例。

第 回栃木県産科婦人科学会学術講演会 とちぎ健康の森 年 月 日

種市明代、太田邦明、北澤正文、近澤研郎、有馬宏和、渡辺美千明、関口勲、柿

沼敏行、若松修平、高橋詳史、森澤宏行、吉田智香子、大舘花子、町田静生 、

type

- -
(Jpn J Med Ultrasonics 2017;44:S677)
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竹井裕二、藤原寛行。栃木県での安全な腹腔鏡手術普及への取り組み。第 回

日本産科婦人科内視鏡学会学術講演会 岡山 年 月 日

斗澤昇平、鈴木寛正、佐野実穂、鈴木 潤、薄井里英、大口昭英、松原茂樹。切

迫早産妊婦の下痢症：偽膜性腸炎発症例。第 回栃木母性衛生学会総会 自治

医科大学看護学部 年 月 日

若松修平、高橋宏典、斎藤裕、堀江健司、坂本有希、岡島毅、松原茂樹。蛋白ク

レアチニン比と 時間尿中蛋白量との関係の再検討：検査時高血圧ありなしに

分けて。第 回日本周産期・新生児医学会総会。横浜市。 年 月 日 日

本周産期・新生児医学会雑誌 。

葭葉貴弘、嵯峨 泰、佐藤尚人、高橋詳史、小柳貴裕、高橋寿々代、森澤宏行、

町田静生、種市明代、竹井裕二、藤原寛行、松原茂樹。新しい腫瘍マーカー

の卵巣漿液性がんにおける機能と治療標的としての可能性。 年 月 日

（日産婦誌 ； ： ）広島グリーンアリーナ

葭葉貴弘、嵯峨泰、佐藤尚人、高橋詳史、小柳貴裕、高橋寿々代、森澤宏行、町

田静生、種市明代、竹井裕二、藤原寛行、松原茂樹。 ノックアウトは卵巣漿

液性がんの 活性を低下させ、抗癌剤感受性を増強させる。第 回日本婦人

科腫瘍学会 熊本 年 月 日

/

24 /

53 2017 7 16 (

2017; 53: 545)

Fujiwara H. (Symposium) Cervical cancer screening through a combination 
of liquid-based cytology and HPV testing in the Oyama area. AOGIN2017, 
Tokyo, October 18, 2017

Fujiwara H, Ushijima K, Nagao S, Takei Y, Shimada M, Takano M, Yoshino 
K, Kawano Y, Hirashima Y, Nagase S, Nishio S, Nishikawa Y, Ito K, Shoji T, 
Kimura E, Takano T, Sugiyama T, Kigawa J, Fujiwara K, Suzuki M. Phase 2, 
randomized controlled study of pegylated liposomal doxorubicin and 
carboplatin versus gemcitabine and carboplatin in platinum -sensitive 
recurrent ovarian cancer (gotic003/intergroup study). International meeting 
of the European Society of Gynaecological Oncology (ESGO): Gynaecological 



19

In : 2017

P 1293

?Universally achievable method 
(Matsubara)- 2017;66:187-194.

3
2017;84:579-586

( ) 4
. pp 18-29. 

Clinical Research 
Support Team-Jichi (CRST) 207;31:800-803

In 
2017 2017 pp574-579

  14.
2017;84 11 ;1355-1359

In 
2017-18 2017 pp1527-29

. HPV . 
2017;40:3-16.

Oncology Congress 2017, Vienna, Nov 4-7, 2017

著書・総説

松原茂樹。癒着胎盤。 福井次矢ら編集：今日の治療指針 。医学書院、

東京。

松原茂樹。癒着胎盤子宮摘出

産婦人科の実際

松原茂樹。産科出血に対する手術法 ：帝王切開時大出血への妙手 つ。産科

と婦人科

松原茂樹 監修 ：妊娠・出産・育児期に関する取り組み。地域医療白書第

号 自治医科大学

松原茂樹。地域医師を学術面からサポートする仕組み：

。月刊地域医学

竹井裕二、藤原寛行。子宮がん。 泉孝英（編集主幹）。ガイドライン外来

診療 日経メディカル開発

種市明代 藤原寛行。子宮腺筋症と稀少部位子宮内膜症の最新の取り扱い。

Ⅱ．稀少部位子宮内膜症 その他の稀少部位子宮内膜症。産科と婦人科

巻 号特集

渡辺尚、松原茂樹：血液疾患合併妊娠。 猿田亨男、北村総一郎 （編

集）。私の治療 日本医事新報社

鈴木光明、藤原寛行 子宮頸がん検診における 検査導入の意義 微研ジャ

ーナル友
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鈴木達也、種市明代、藤原寛行．「 の不妊症診療－体外受精なしでここ

までできる」 子宮筋腫、子宮内膜症、子宮腺筋症合併不妊へのアプローチ．産

科と婦人科 、

鈴木達也、角田啓道、山口千恵子．体外受精法． 生殖補助医療 －胚

培養の理論と実際－．日本卵子学会編、近代出版． 、

講演・その他

近澤研郎；豚の解剖とアニマルラボトレーニングの実際・第３回とちぎ内視鏡

研修会 栃木，

近澤研郎；ビデオカンファレンス コメンテーター 第 回新潟婦人科内視鏡

手術セミナー 新潟，

近澤研郎；鋭的剥離と鈍的剥離、デバイスの違いを考慮する・第 回とちぎ内

視鏡研修会 栃木，

近澤研郎；皮様嚢腫の全腹腔鏡下嚢腫核出術のコツ、内視鏡学会でいかに学会

発表・論文をひねり出すか：技術認定医のための業績へ・第 回神奈川若手産

婦人科医の会 勉強会 腹腔鏡 スキルアップセミナー；神奈川，

近澤研郎；内視鏡手術普及のための、地域での取り組み・新潟大学産婦人科関

連施設 腹腔鏡手術研修会：新潟

藤原寛行 講演 婦人科におけるホルモン療法 年度栃木県保健衛生事業

団技術研修会 宇都宮 年 月 日

Chikazawa K: Pre-Congress Seminar: Laparoscopic Suturing Seminar (Hands on), 
Asia-Oceania Reseach Organisation in Genital Infection and Neoplasia, 
2017.10.18(Tokyo)
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藤原寛行 講演 卵巣癌とはどんな病気？ 東京卵巣癌フォーラム 東京

年 月 日

藤原寛行 ランチョンセミナー 検査と細胞診併用検診の有効性の検証

第 回日本臨床細胞学会総会 大阪 年 月 日

藤原寛行 講演 子宮内膜症・腺筋症におけるホルモン療法について 下野調

剤薬局勉強会 下野 年 月 日

藤原寛行 ランチョンセミナー 妊娠中の細胞診検査とその管理 第 回日

本母体胎児医学会学術集会 香川 年 月 日

藤原寛行 講演 卵巣癌の診断と治療～病理学的診断の重要性 第 回関東臨

床細胞学会学術集会 さいたま 年 月 日

藤原寛行 講演 子宮内膜症～慢性炎症性疾患としてのアプローチ 第 回熊本

エンドメトリオーシス研究会 熊本 年 月 日

岩下あゆみ：プライマリケア勉強会．子宮頸がん検診の重要性．芳賀赤十字病院，

真岡市， 年 月 日

松原茂樹：学会散歩 「この発表はなぜ分かりにくいのか 」と考えてみる。自

治医科大学地域医療オープン・ラボ

松原茂樹。 瘢痕部妊娠に対する子宮摘出術

宇都宮産婦人科医会および郡支部合同研修会 特別講

演座長 宇都宮 年 月 日。

松原茂樹。特別講演“出血死は絶対に回避する“負けないオペ：産科大出血（前

置胎盤帝切）新規対抗策 つ。第 回栃木県産婦人科手術手技研究会。 宇都
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宮 年 月 日。

松原茂樹。当院における治験・臨床研究への取組み。第 回自治医大治験につ

いての市民公開講座 宇都宮栃木県文化センター 年 月 日

松原茂樹。指導医講習会講演：後輩の論文作成を手伝う：論文 の共通

認識」が指導の近道。第 回関東連合産婦人科学会。 年 月 日。

宇都宮 （関東連合産婦人科学会雑誌 ）．

鈴木達也． 講演 精子調整法・顕微授精．第 回日本卵子学会生殖補助医療

資格認定制度講習会、東京、 年 月 日

鈴木達也． 講演 における黄体補充～ を中心に～．第 回着床

、那覇市、 年 月 日

鈴木達也． 講演 凍結融解胚移植におけるホルモン補充．第 回群馬生殖医療

研究会、前橋市、 年 月 日

鈴木達也． 講演 プロゲステロン腟錠使用経験から．あすか製薬社内研修会、

宇都宮市、 年 月 日

鈴木達也． 講演 凍結融解胚移植におけるホルモン補充． ・ ・ 生殖医療勉

強会、尼崎市、 年 月 日

鈴木達也． シンポジウム 高年齢女性に対する の現状と課題 「ベスト」

な方法はあるのか？ ．第 回日本生殖医学会、下関市、 年 月

日

鈴木達也． 専攻医レクチャー 生殖補助医療．第 回関東連合産科婦人科学

会、宇都宮市、 年 月 日

種市明代。 講演 産婦人科医からみた骨粗鬆症治療。第 回栃木骨粗鬆症集

談会。宇都宮 年 月 日
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竹井裕二。 講演 婦人科領域における癒着防止方法～他剤との使用方法の違い

について～。科研製薬株式会社宇都宮営業所社外講師勉強会。宇都宮 年

月 日

竹井裕二。 講演 報告。第 回 教育セミナー。東京

年 月 日

竹井裕二。 講演 当科におけるロボット支援下手術の導入とこれまでの経験。

第 回とちぎ婦人科腫瘍セミナー。下野 年 月 日

高橋詳史。 講演 婦人科腫瘍悪性患者における周術期 予防の取り組み。第

回薬師寺 セミナー。下野 年 月 日


